
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 11 月号 

 落ち葉が風に舞う季節を迎え、気付けば日足もすっかり短くなり、秋の深まりを感じ

るこの頃。朝晩の冷え込みと日中の小春日和、寒暖の差がますます大きくなってきま

した。 

 先月は発熱・咳の利用児さんが多かったです。「夜間に咳で吐いた」「咳込んで眠れ

ていない」、本人はもちろんキツかったでしょうが、お父さん・お母さんも心配で眠れず

大変だったと思います。対処法としては、加湿・上半身を少し起こすなどありますが、

早目に受診した方が症状の治まりも早くなると思います。 

 空気が乾燥して感染症のシーズンとなりました。発熱などの急性期の他、「熱は下が

ったけど食欲がいまいち」「咳で眠れなかった」などの回復期もお預かりします。体調

の優れない時は、無理なく休息をとりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気管支炎

感冒

咽頭炎

感染性

腸炎

その他

10月利用児病名割合

鹿児島県感染症情報 

受付時間７：３０～２０：００(月～土) 

★水曜日のみ当日受付不可の為、前日の火曜

の 20 時迄となります 

★キャンセルはなるべくご遠慮下さい 

病児病後児保育あいあいきっず 

ＴＥＬ26-0404 

不明点等、ご連絡下さい(^-^) 

◎インフルエンザに有効とされる 5 つの予防方法◎ 

 1 流行前のワクチン接種 

   発症の可能性を低減し、重症化防止に有効 

 2 外出後の手洗いなど 

   流水・石けんによる手洗い アルコールによる手指衛生 

 3 適度な湿度の保持 

   湿度 50～60%に保つと効果的 

 4 十分な休養と栄養の摂取 

 5 人込みや繁華街への外出を控える      感染症ﾅﾋﾞ HP 

   やむを得ず外出する際は短時間で不織布マスク着用を

手足口病 

 例年は夏季に感染者のピークを迎えますが、

依然として流行発生警報域です。 

 感染予防は手洗いの励行と適正なオムツ処

理。また大人も感染することがあります。 


